
（ 明 細 書 又 は 図 面 の 一 部 の 記 載 が 欠 け て い

る 場 合 の 手 続 等 ）

（ 明 細 書 又 は 図 面 の 一 部 の 記 載 が 欠 け て い

る 場 合 の 手 続 等 ）

第 二 十 七 条 の 十 一 ﹇ 略 ﹈ 第 二 十 七 条 の 十 一 ﹇ 略 ﹈

２ 〜 ８ ﹇ 略 ﹈ ２ 〜 ８ ﹇ 略 ﹈

９ 第 七 項 の 規 定 に よ り 優 先 権 主 張 基 礎 出 願

の 写 し を 提 出 す べ き 者 は 、 当 該 優 先 権 主 張

基 礎 出 願 の 写 し 若 し く は こ れ に 相 当 す る も

の を 特 許 庁 長 官 に 既 に 提 出 済 み で あ る 場

合 、 特 許 法 第 四 十 三 条 第 五 項 （ 同 法 第 四 十

三 条 の 二 第 二 項 （ 同 法 第 四 十 三 条 の 三 第 三

項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 第 四

十 三 条 の 三 第 三 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を

含 む 。 ） に 規 定 す る 書 面 を 特 許 庁 長 官 に 既 に

提 出 済 み で あ る 場 合 （ 第 二 十 七 条 の 四 第 五

項 の 規 定 に よ り 第 二 十 七 条 の 三 の 三 第 三 項

に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書 面 の 提 出 を 省 略

し た 場 合 を 含 む 。 ） 又 は 当 該 優 先 権 主 張 基 礎

出 願 が 日 本 国 に お い て し た 特 許 出 願 若 し く

は 実 用 新 案 登 録 出 願 で あ る 場 合 に あ つ て

は 、 第 七 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 優 先

権 主 張 基 礎 出 願 の 写 し の 提 出 を 省 略 す る こ

と が で き る 。

９ 第 七 項 の 規 定 に よ り 優 先 権 主 張 基 礎 出 願

の 写 し を 提 出 す べ き 者 は 、 当 該 優 先 権 主 張

基 礎 出 願 の 写 し 若 し く は こ れ に 相 当 す る も

の を 特 許 庁 長 官 に 既 に 提 出 済 み で あ る 場

合 、 特 許 法 第 四 十 三 条 第 五 項 （ 同 法 第 四 十

三 条 の 二 第 二 項 （ 同 法 第 四 十 三 条 の 三 第 三

項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 第 四

十 三 条 の 三 第 三 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を

含 む 。 ） に 規 定 す る 書 面 を 特 許 庁 長 官 に 既 に

提 出 済 み で あ る 場 合 （ 第 二 十 七 条 の 四 第 五

項 の 規 定 に よ り 第 二 十 七 条 の 三 の 三 第 三 項

各 号 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書 面 の 提 出 を

省 略 し た 場 合 を 含 む 。 ） 又 は 当 該 優 先 権 主 張

基 礎 出 願 が 日 本 国 に お い て し た 特 許 出 願 若

し く は 実 用 新 案 登 録 出 願 で あ る 場 合 に あ つ

て は 、 第 七 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 優

先 権 主 張 基 礎 出 願 の 写 し の 提 出 を 省 略 す る

こ と が で き る 。

10 〜 12 ﹇ 略 ﹈ 10 〜 12 ﹇ 略 ﹈

様式第13 様式第13
［略］ ［略］
〔備考〕 〔備考〕
１～９ ［略］ １～９ ［略］
10 図又は化学式、数式、表若しくは日


本産業規格Ｘ0208号（平成24年


）（情報
交換用漢字符号系。以下「日本産業規


格Ｘ0208号


」という。）に定められてい
る文字以外の文字（以下「化学式等」
という。）を「【補正の内容】」中に記載す
る場合は、横170㎜、縦255㎜を超えて
記載してはならず、１の番号を付した
図又は化学式等を複数ページに記載し
てはならない。

10 図又は化学式、数式、表若しくは日


本工業規格Ｘ0208号（平成９年


）（情報
交換用漢字符号系。以下「日本工業規


格Ｘ0208号


」という。）に定められてい
る文字以外の文字（以下「化学式等」
という。）を「【補正の内容】」中に記載す
る場合は、横170㎜、縦255㎜を超えて
記載してはならず、１の番号を付した
図又は化学式等を複数ページに記載し
てはならない。

11～21 ［略］ 11～21 ［略］

様式第26（第23条関係） 様式第26（第23条関係）
［略］ ［略］
〔備考〕 〔備考〕
１～27 ［略］ １～27 ［略］
28 第27条の４第３項の規定により、パ
リ条約による優先権又はパリ条約の例
による優先権を主張しようとする旨等
を願書に記載してその旨等を記載した
書面の提出を省略するときは、「【代理
人】」の欄の次に「【パリ条約による優先
権等の主張】」の欄を設け、その欄に
「【国・地域名】」及び「【出願日】」を設
けて、国・地域名及び出願日を記載す
る。これらの優先権の主張の基礎とさ
れた出願の番号を記載するときは、
「【出願日】」の次に「【出願番号】」の欄
を設けて、その番号を記載する。第27
条の４第５項の規定により、第27条の


３の３第３項


に規定する事項を願書に
記載して当該事項を記載した書面の提
出を省略するときは


、「【出願番号】」の

次に「【出願の区分】」及び「【アクセス
コード】」を設けて、それぞれ、優先権
の主張の基礎とした出願の区分（「特
許」、「実用新案登録」等の別）及び特
許法第43条第２項に規定する書類に記
載されている事項を電磁的方法により
特許庁長官に提供するためのアクセス

28 第27条の４第３項の規定により、パ
リ条約による優先権又はパリ条約の例
による優先権を主張しようとする旨等
を願書に記載してその旨等を記載した
書面の提出を省略するときは、「【代理
人】」の欄の次に「【パリ条約による優先
権等の主張】」の欄を設け、その欄に
「【国・地域名】」及び「【出願日】」を設
けて、国・地域名及び出願日を記載す
る。これらの優先権の主張の基礎とさ
れた出願の番号を記載するときは、
「【出願日】」の次に「【出願番号】」の欄
を設けて、その番号を記載する。第27
条の４第５項の規定により、第27条の


３の３第３項第１号


に規定する事項を
願書に記載して当該事項を記載した書
面の提出を省略するときも同様とす


る。また、第27条の４第５項の規定に

より、第27条の３の３第３項第２号に

規定する事項を願書に記載して当該事

項を記載した書面の提出を省略すると

きは、「【出願番号】」の次に【優先権証

明書提供国（機関）】」及び「【提供国（機

関）における出願の番号】」を設けて、


コードを記載し、その次に「【優先権証
明書提供国（機関）】」を設けて同項


に

規定する書類に記載されている事項を
電磁的方法により特許庁長官に提供す
る国の国名を記載し、又は「世界知的
所有権機関」と記載する。なお、２以
上の優先権を主張しようとするとき
は、次のように欄を繰り返し設けて記
載する。

特許法第43条第２項に規定する書類に

記載されている事項を電磁的方法によ

り特許庁長官に提供する国の国名又は

国際機関の名称及びその国又は国際機

関においてした出願の番号を記載し、

第27条の３の３第３項第３号に規定す

る事項を願書に記載して当該事項を記

載した書面の提出を省略するときは、

「【出願番号】」の次に「【出願の区分】」
及び「【アクセスコード】」を設けて、そ
れぞれ、優先権の主張の基礎とした出

令
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